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１ ． 問 題 の 背 景 と 目 的  

独 立 行 政 法 人 日 本 学 生 支 援 機 構 （ 以 下 ， 機 構 ） は 、 学

生 支 援 （ 奨 学 金 ， 留 学 生 支 援 ， 学 生 生 活 支 援 ） に お け る

多 様 な 支 援 事 業 を 展 開 し て い る 。 機 構 が 行 う 事 業 は 社 会

的 要 請 が 高 く 、 か つ 単 一 の 大 学 等 で は 取 組 が 困 難 な 事 項

も 多 く 、 学 生 支 援 の ナ シ ョ ナ ル セ ン タ ー と し て 全 国 的 に

も 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る 。 な か で も 、 学 生 生 活 支 援 事

業 に お け る 障 害 の あ る 学 生 等 へ の 支 援 で は 、平 成 2 8 年 4

月 に 「 障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 の 推 進 に 関 す る 法 律

（ 以 下 ， 障 害 者 差 別 解 消 法 ）」 が 施 行 さ れ た こ と を 受 け 、

大 学 等 に お い て 障 害 学 生 へ の 不 当 な 差 別 的 取 扱 い の 禁 止

及 び 合 理 的 配 慮 の 提 供 が 法 的 義 務 な い し 努 力 義 務 と な っ

た 。 こ の よ う な 法 的 背 景 を 受 け 、 各 大 学 等 に お け る 障 害

学 生 支 援 の 体 制 整 備 が 急 務 と な り 、 機 構 が 行 う 障 害 学 生

支 援 の 取 組 も 益 々 そ の 重 要 性 が 高 ま っ て い る 。 実 際 に 、

大 学 教 職 員 を 対 象 と し た 障 害 学 生 支 援 に 関 す る 各 種 研 修

活 動 を 開 催 す る ほ か 、 合 理 的 配 慮 ハ ン ド ブ ッ ク な ど の 参

考 資 料 の 作 成 、 障 害 学 生 修 学 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 を

進 め て い る 。  

機 構 に お け る 障 害 学 生 支 援 の 取 組 の 中 で 政 策 上 も 特 に

重 要 な 取 組 と し て 、 平 成 1 7 年 度 よ り 毎 年 実 施 し て い る

「 大 学 、 短 期 大 学 及 び 高 等 専 門 学 校 に お け る 障 害 の あ る

学 生 の 修 学 支 援 に 関 す る 実 態 調 査 （ 以 下 ， 実 態 調 査 ）」 が

挙 げ ら れ る 。実 態 調 査 に よ れ ば 、平 成 2 9 年 度 に お い て 全

国 の 大 学 等 に お け る 障 害 の あ る 学 生 数 は 3 1 , 2 0 4 人 （ 全

学 生 数 の 約 0 . 9 8 % ） で あ る こ と が 示 さ れ て い る （ 日 本 学

生 支 援 機 構 ， 2 0 1 8 ）。 実 態 調 査 の 回 収 率 は 1 0 0 % で あ り 、

全 国 の 高 等 教 育 機 関 に お け る 障 害 学 生 支 援 の 実 態 を 網 羅

的 に 表 す 資 料 と し て 頻 繁 に 活 用 さ れ て い る 。 実 態 調 査 の

結 果 は 、 文 部 科 学 省 「 障 害 の あ る 学 生 の 修 学 支 援 に 関 す

る 検 討 会 報 告 （ 第 二 次 ま と め ）」（ 文 部 科 学 省 ， 2 0 1 7 ） で

も 引 用 さ れ 、 障 害 学 生 へ の 修 学 支 援 に 関 す る 各 種 政 策 に
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も 影 響 を 有 し て い る 。 ま た 、 実 態 調 査 は 毎 年 実 施 す る こ

と で 各 大 学 等 の 状 況 を 経 時 的 に 調 査 す る と と も に 、 学 生

の 障 害 種 別 に 応 じ た 調 査 を 実 施 し て い る 点 が 特 徴 的 で あ

る 。 実 態 調 査 に お け る 平 成 1 8 年 度 か ら の 障 害 種 別 障 害

学 生 数 の 推 移 を 見 る と 、 従 来 は 視 覚 障 害 や 聴 覚 ・ 言 語 障

害 、 肢 体 不 自 由 な ど の 身 体 障 害 に 類 す る 障 害 学 生 の 割 合

が 高 い 傾 向 で あ る が 、 近 年 に な り 、 内 部 疾 患 等 を 有 す る

病 弱 ・ 虚 弱 、 精 神 障 害 、 発 達 障 害 な ど 一 見 す る と 障 害 の

有 無 が 見 え に く い 障 害 種 別 の 学 生 の 割 合 が 増 加 し て い る

こ と が 分 か る 。 ま た 、 平 成 1 7 年 度 か ら 平 成 2 6 年 度 ま で

の 実 態 調 査 の 分 析 報 告 で は（ 日 本 学 生 支 援 機 構 ，2 0 1 6 ）、

「 支 援 体 制 の 構 築 」、「 支 援 の 水 準 」、「 発 達 障 害 学 生 支 援

の 課 題 」、「 障 害 学 生 支 援 の 経 年 推 移 」、「 自 由 記 述 に 見 る

障 害 学 生 支 援 の 課 題 」 な ど 5 つ の テ ー マ か ら 実 態 調 査 の

結 果 を 校 種 ・ 学 生 数 ・ 設 置 形 態 等 の 多 様 な 観 点 か ら 詳 細

な 分 析 結 果 を 報 告 し て い る 。 こ の よ う に 実 態 調 査 で は 全

国 の 大 学 等 か ら 豊 富 な デ ー タ を 経 時 的 に 収 集 し 、 各 大 学

等 で の 支 援 体 制 整 備 の 現 状 や 障 害 種 別 に よ る 在 籍 状 況 の

推 移 を 示 す な ど 障 害 学 生 支 援 の 基 礎 資 料 と し て 非 常 に 高

い 価 値 を 有 し て い る 。  

近 年 、 障 害 学 生 支 援 に お い て は 特 に 発 達 障 害 な ど 見 え

に く い 障 害 の あ る 学 生 へ の 支 援 体 制 の 整 備 が 全 国 的 に 大

き な 課 題 の １ つ と な っ て い る 。 平 成 2 9 年 度 の 実 態 調 査

で は 、 全 国 の 大 学 に 在 籍 す る 障 害 学 生 の う ち 、 診 断 書 を

有 す る 発 達 障 害 学 生 が 約 1 6 . 6 ％ 在 籍 し て い る と 示 さ れ

て お り （ 日 本 学 生 支 援 機 構 ， 2 0 1 8 ）、 発 達 障 害 の 医 学 的 診

断 は 有 し て い な い も の の 修 学 上 に 困 難 の あ る 学 生 も 多 い

と 予 想 さ れ る 。 丹 治 ・ 野 呂 （ 2 0 1 4 ） に よ れ ば 、 2 0 1 3 年 ま

で に 論 文 3 1 本 7 2 件 の 発 達 障 害 学 生 支 援 の 事 例 が 報 告 さ

れ 、 そ の 支 援 内 容 は 入 学 時 か ら 授 業 の 履 修 、 試 験 、 対 人

関 係 ス キ ル や 生 活 ス キ ル な ど 多 岐 に わ た る こ と が 明 ら か

と な っ て い る 。 そ の た め 、 相 談 支 援 の 窓 口 部 署 と 教 職 員
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や 他 部 署 と の 連 携 が 必 要 で あ り 、 多 方 面 か ら の 情 報 収 集

を 行 う こ と で 問 題 に 対 し て 迅 速 に 対 応 で き る と 指 摘 さ れ

て い る （ 前 田 ・ 黒 川 ・ 青 野 ・ 木 村 ・ 亀 井 ・ 中 川 , 2 0 1 6 ）。

ま た 、 大 学 生 の 発 達 障 害 に 関 す る 評 価 指 標 も 多 く 開 発 さ

れ て い る 。 例 え ば 、 A Q（ A u t i s m - S p e c t r u m  Q u o t i e n t ;  若

林 ・ 東 篠 ・ B a r o n - C o h e n・ W h e e l w r i g h t ,  2 0 0 4 ） や C A A R S

（ T h e  C o n n e r s ’  A d u l t  A D H D  R a t i n g  S c a l e s ;  辻 井 ・ 大

西 ・ 染 木 ,  2 0 1 1 ）、 発 達 障 害 関 連 困 り 感 質 問 紙 （ 山 崎 ・ 高

橋 ・ 岩 渕 ・ 小 田 ・ 徳 吉 ・ 金 子 ,  2 0 1 2 ） な ど が あ り 、 こ れ

ら の 評 価 指 標 か ら 大 学 生 の 発 達 障 害 傾 向 を 把 握 し 、 支 援

の 手 が か り と 活 用 し て い る 大 学 等 も 出 て き て い る 。 発 達

障 害 学 生 に 関 し て は 、 就 職 ・ キ ャ リ ア 支 援 も 大 き な 課 題

で あ る 。 発 達 障 害 学 生 に 対 す る 就 職 体 験 ・ イ ン タ ー ン シ

ッ プ の 有 効 性 や 学 内 ・ 学 外 連 携 、 本 人 の 自 己 理 解 を 深 め

自 分 の こ と を 周 囲 に 理 解 し て も ら い や す く す る た め の ツ

ー ル 提 供 、 大 学 入 学 直 後 か ら の 良 質 で 豊 か な コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン の 場 の 提 供 が 必 要 で あ る と 指 摘 さ れ て い る （ 高

島 ,  2 0 1 8 ）。 佐 々 木 ・ 青 木 ・ 五 味 ・ 竹 田 （ 2 0 1 8 ） は 修 学 支

援 を 受 け て い る 発 達 障 害 学 生 を 対 象 に 修 学 支 援 の 主 観 的

な 効 果 評 価 を 実 施 し 、 学 生 の 視 点 か ら の ニ ー ズ と 大 学 側

で 可 能 な 支 援 に つ い て 言 及 し て お り 、特 に「 講 義 の 出 席 」

に 困 難 を 有 す る 学 生 に 関 し て は 大 学 が 提 供 す る 修 学 支 援

の 効 果 が 見 ら れ な か っ た 。 同 様 に 、 吉 原 ・ 山 本 ・ 岡 本 ・

磯 部 ・ 三 宅 ・ 日 山 ・ 黄 ・ 坂 本 ・ 佐 野 （ 2 0 1 8 ） は 、 障 害 学

生 支 援 の 仮 想 事 例 を 用 い た 合 理 的 配 慮 の 妥 当 性 に つ い て

調 査 を 行 い 、 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 （ A u t i s m  S p e c t r u m  

D i s o r d e r :  A S D ） や 注 意 欠 如 ・ 多 動 症 （ A t t e n t i o n  D e f i c i t  

H y p e r a c t i v i t y  D i s o r d e r :  A D H D ） の 仮 想 事 例 で は 「 欠 席

時 の 対 応 」 や 「 授 業 中 の 体 調 不 良 時 の 配 慮 」 に お い て 合

理 的 配 慮 の 高 い 必 要 性 が 示 さ れ た 。 こ の よ う に 、 大 学 等

で は 発 達 障 害 学 生 の 抱 え る 複 雑 な ニ ー ズ へ の 対 応 の 難 し

さ が 表 れ て い る 。機 構 が 実 施 す る 実 態 調 査 に お い て も「 発
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達 障 害 が 疑 わ れ る 学 生 へ の 支 援 」 を 特 記 し て 調 査 項 目 を

設 け る な ど 実 態 把 握 に 注 力 し て い る 現 状 に あ り 、 発 達 障

害 学 生 の 支 援 体 制 構 築 に 機 構 の 果 た す 役 割 が よ り 一 層 求

め ら れ て い る 。  

し か し な が ら 、 機 構 が 行 う 実 態 調 査 に は 以 下 の よ う な

課 題 が あ る と 考 え ら れ る 。 ま ず 、 大 学 等 を 単 位 と し た 調

査 結 果 の 入 力 ・ 集 計 が 行 わ れ る た め 、 結 果 と 分 析 も 大 学

等 と し て の 体 制 の あ り 方 が 表 示 さ れ る に 留 ま っ て い る 。

調 査 を 入 力 す る 際 に も 個 人 に 紐 付 け ら れ た 入 力 作 業 で は

な く 、 該 当 す る 学 生 数 の み を そ れ ぞ れ 入 力 す る 様 式 と な

っ て お り 、 各 学 生 の 在 籍 状 況 と 支 援 内 容 が 集 計 上 に お い

て 分 離 さ れ た 取 扱 と な っ て い る 。 実 際 に 、 個 々 の 障 害 学

生 の ニ ー ズ に 応 じ た 個 別 の 合 理 的 配 慮 の 提 供 や 修 学 上 の

支 援 が 求 め ら れ て い る が 、 ど の よ う な 学 生 の ニ ー ズ に 対

し て ど の よ う な 支 援 が 効 果 的 で あ る か と い っ た 各 大 学 で

殊 に 必 要 と さ れ る 情 報 は 現 状 の 実 態 調 査 結 果 か ら 読 み 取

る こ と が 困 難 で あ る 。 実 態 調 査 が 各 大 学 等 で よ り 実 用 的

な 情 報 を も た ら し 、 更 に は 、 機 構 が 行 う 障 害 学 生 支 援 や

キ ャ リ ア ・ 就 職 支 援 に 関 す る 各 種 研 修 事 業 と 有 機 的 に 連

携 す る た め に 個 々 の 障 害 学 生 の 属 性 と 支 援 内 容 を 関 連 さ

せ た 分 析 を 行 え る よ う 設 計 す る こ と が 有 益 で あ る 。 そ の

た め に は 調 査 用 紙 の 設 計 の 一 部 に つ い て 、 障 害 学 生 個 人

を 単 位 と す る こ と が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。 個 人 単 位

の 調 査 に つ い て は 、 分 析 の 観 点 を よ り 豊 か に す る の み な

ら ず 、 当 該 学 生 の 在 籍 中 は デ ー タ を 大 き く 変 更 さ せ る こ

と が な い た め 、回 答 す る 大 学 等 の 負 担 軽 減 が 期 待 さ れ る 。

一 方 、 個 人 単 位 の 調 査 に お け る 課 題 と し て は 、 デ ー タ の

取 扱 に つ い て 一 層 の 留 意 が 必 要 と な る 。 こ の よ う な 障 害

学 生 個 人 を 単 位 と し た 調 査 法 の 是 非 を 検 討 す る た め に 、

予 備 調 査 を 行 い 、 個 人 単 位 の 調 査 を 行 う 利 点 や 課 題 を 明

ら か に す る こ と が 求 め ら れ る 。 特 に 発 達 障 害 学 生 に 関 し

て は 、 先 述 の 通 り 、 学 生 の 多 様 な 支 援 ニ ー ズ と 大 学 が 提
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供 で き る 支 援 に 差 が 生 じ て い る 場 合 も あ り 、 学 生 の 障 害

特 性 と 支 援 内 容 の 関 連 性 を 明 ら か に す る よ う な 調 査 設 計

が 望 ま し い 。  

そ こ で 本 研 究 で は 、 独 立 行 政 法 人 日 本 学 生 支 援 機 構 が

実 施 す る 「 大 学 、 短 期 大 学 及 び 高 等 専 門 学 校 に お け る 障

害 の あ る 学 生 の 修 学 支 援 に 関 す る 実 態 調 査 」 が 各 大 学 等

に お け る 障 害 学 生 支 援 の 個 別 的 対 応 を 促 進 す る た め の 資

料 と し て よ り 効 果 的 に 活 用 で き る よ う な 調 査 方 法 の あ り

方 に つ い て 検 討 す る 。 具 体 的 に は 、 大 学 の 障 害 学 生 支 援

室 の 利 用 履 歴 を 有 す る 発 達 障 害 の 診 断 ま た は 傾 向 の あ る

学 生 を 対 象 に 、 障 害 学 生 個 人 を 単 位 と し た 実 態 調 査 の 項

目 を 用 い て 、 修 学 ・ キ ャ リ ア 支 援 に 関 係 す る 要 因 に つ い

て 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

２ ． 方 法  

（ １ ） 調 査 対 象 大 学  

 学 生 数 1 万 人 を 超 え る 大 規 模 国 立 大 学（ 以 下 ，X 大 学 ）

を 調 査 対 象 と し た 。 X 大 学 は 障 害 学 生 支 援 室 ・ キ ャ リ ア

支 援 室 ・ 学 生 相 談 室 に 相 当 す る 部 署 が 設 置 さ れ て お り 、

実 態 調 査 の 項 目 で 評 価 さ れ る 支 援 内 容 の 多 く が 実 施 さ れ

て い た 。  

（ ２ ） 対 象 者  

X 大 学 の 障 害 学 生 支 援 室 の 利 用 履 歴 が あ る 発 達 障 害 の

診 断 ま た は 傾 向 の あ る 学 生 の う ち 、 本 調 査 研 究 へ の 協 力

に 関 す る 同 意 を 得 た 3 8 名 を 対 象 と し た 。な お 、本 研 究 に

お い て 特 段 の 記 載 が な い 限 り は 、 発 達 障 害 の 診 断 ま た は

傾 向 の あ る 学 生 を 包 含 し て 「 発 達 障 害 学 生 」 と 便 宜 上 、

表 記 し て い る 。  

対 象 者 の 性 別 は 、男 性 が 2 3 名 、女 性 が 1 5 名 で あ っ た 。

対 象 者 の 学 籍 区 分 は 、 学 部 生 が 3 0 名 、 大 学 院 生 が 8 名

で あ っ た 。 対 象 者 の 所 属 を F i g . 1 に 示 し た 。 人 文 科 学 が

8 名 、 社 会 科 学 が 1 名 、 理 学 が 8 名 、 工 学 が 4 名 、 農 学
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が 2 名 、 保 健 （ 医 ・ 歯 学 ） が 1 名 、 保 健 （ 医 ・ 歯 学 を 除

く ） が 3 名 、 教 育 が 6 名 、 芸 術 が 4 名 、 そ の 他 が 1 名 で

あ っ た 。  

 
F i g . 1  対 象 者 の 所 属  

 

対 象 者 の 相 談 受 理 時 の 学 年 を F i g . 2 に 示 し た 。 学 部 1

年 生 が 9 名 、 学 部 2 年 生 が 9 名 、 学 部 3 年 生 が 4 名 、 学

部 4 年 生 が 7 名 、 博 士 前 期 課 程 1 年 生 が 5 名 、 博 士 前 期

課 程 2 年 生 が 3 名 、 博 士 後 期 課 程 2 年 生 が 1 名 で あ っ

た 。  

 
F i g . 2  対 象 者 の 相 談 受 理 時 の 学 年  
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対 象 者 の 障 害 種 別 に つ い て 診 断 書 有 無 に よ る 分 類 を

F i g . 3 に 示 し た 。 何 ら か の 発 達 障 害 の 診 断 書 の あ る 学 生

は 2 3 名 で あ り 、 A S D の あ る 学 生 が 6 名 、 A D H D の あ る

学 生 が 1 0 名 、 A S D と A D H D の あ る 学 生 が 6 名 、 A S D と

限 局 性 学 習 症 （ S p e c i f i c  L e a r n i n g  D i s o r d e r :  S L D ） の あ

る 学 生 が 1 名 で あ っ た 。 発 達 障 害 の 診 断 書 は な い が 、 発

達 障 害 の 傾 向 が あ り 、 障 害 学 生 支 援 室 の 利 用 履 歴 を 有 す

る 学 生 は 1 5 名 で あ っ た 。  

 
F i g . 3  対 象 者 の 障 害 種 別 （ 診 断 書 の 有 無 に よ る 分 類 ）  

 

 対 象 者 の 障 害 種 別 に つ い て 、 診 断 書 の 他 に 標 準 的 な 心

理 検 査 の 結 果 や 専 門 家 の 所 見 等 の 根 拠 資 料 も 参 照 し て 、

発 達 障 害 の 特 性 に 基 づ く 分 類 を F i g . 4 に 示 し た 。 A S D の

特 性 が 見 ら れ る 学 生 が 9 名 、 A D H D の 特 性 が 見 ら れ る 学

生 が 1 6 名 、 A S D と A D H D の 特 性 が 見 ら れ る 学 生 が 1 0

名 、A S D と S L D の 特 性 が 見 ら れ る 学 生 が 1 名 で あ っ た 。

2 名 の 学 生 は 何 ら か の 発 達 障 害 の 傾 向 は 見 ら れ る が 、 根

拠 資 料 の 取 得 中 で あ っ た 。  
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F i g . 4  対 象 者 の 障 害 種 別 （ 特 性 に よ る 分 類 ）  

 
そ の 他 、 精 神 障 害 の 診 断 を 受 け て い る 学 生 は 8 名 で あ

り 、統 合 失 調 症 が 1 名 、神 経 症 性 障 害 が 1 名 、摂 食 障 害 ・

睡 眠 障 害 等 が 3 名 、 気 分 障 害 と 摂 食 障 害 ・ 睡 眠 障 害 、 そ

の 他 の 精 神 障 害 の 併 発 が 1 名 、 神 経 症 性 障 害 等 と そ の 他

の 障 害 と の 併 発 が 1 名 、 気 分 障 害 と そ の 他 の 精 神 障 害 の

併 発 が 1 名 で あ り 、 い ず れ の 学 生 も 発 達 障 害 の 医 学 的 診

断 を 受 け て い た 。  

（ ３ ） 倫 理 的 配 慮  

研 究 代 表 者 の 所 属 す る 研 究 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 得

て 実 施 さ れ た 。 研 究 実 施 に あ た り 、 X 大 学 の 障 害 学 生 支

援 室 の 利 用 履 歴 を 有 す る 学 生 に 対 し て 、 面 談 記 録 等 の 情

報 を 研 究 利 用 す る こ と に 同 意 を 得 た 学 生 の み 本 研 究 の 対

象 と し た 。 ま た 、 面 談 記 録 の 研 究 利 用 に 同 意 し な い 場 合

で も 、 学 生 が X 大 学 の 支 援 を 受 け る に あ た っ て 不 利 益 を

受 け る こ と が な い こ と を 説 明 し た 。  

（ ４ ） 面 談 記 録 に 対 す る 後 向 き 調 査  

対 象 者 の 面 談 記 録 か ら 各 学 生 の 情 報 を 調 査 し た 。 X 大

学 に お け る 面 談 記 録 は 修 学 支 援 ・ キ ャ リ ア 支 援 と も に 自

由 記 述 式 が 用 い ら れ て お り 、 面 談 時 に 学 生 と 話 し た 内 容
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に つ い て 相 談 担 当 者 が 毎 回 の 面 談 後 に 記 入 し て い た 。 面

談 記 録 の 調 査 に あ た っ て は 、 客 観 性 を 担 保 す る た め に 相

談 担 当 者 以 外 の 調 査 実 施 者 が 面 談 記 録 の 情 報 取 得 を し た

後 、相 談 担 当 者 に よ る 取 得 内 容 の 整 合 性 の 確 認 を 行 っ た 。

面 談 記 録 か ら 取 得 し た 情 報 は 下 記 の ３ 種 類 で あ っ た 。  

１ ） 学 生 の プ ロ フ ィ ー ル ： 学 籍 情 報 （ 性 別 、 所 属 、 相 談

受 理 時 学 年 ）、 障 害 種 別 （ 発 達 障 害 ・ 精 神 障 害 の 医 学 的 診

断 や 傾 向 の 有 無 ）  

２ ）学 生 に 実 施 さ れ た 支 援 内 容 ： 平 成 2 9 年 度 の 実 態 調 査

項 目 に お け る 「 ６ . 支 援 の 実 施 状 況 」 か ら 、 X 大 学 の 発 達

障 害 学 生 に 対 し て 提 供 さ れ て い る 授 業 支 援 ・ 授 業 以 外 支

援 項 目 を 抽 出 し 、本 研 究 の 調 査 項 目 を 3 5 項 目 構 成 し た 。

各 調 査 項 目 に つ い て 学 生 の 面 談 記 録 の 記 述 を 参 照 し て 、

支 援 が 実 施 さ れ て い る 場 合 は 「 1 」、 実 施 さ れ て い な い 場

合 は 「 0 」 で 評 定 し た 。 記 述 が 不 明 瞭 な 場 合 に は 調 査 実 施

者 が 相 談 担 当 者 に ヒ ア リ ン グ を 行 っ て 情 報 を 補 完 し た 。

そ の 結 果 、 面 談 記 録 の 調 査 時 に 構 成 さ れ た 3 5 項 目 の う

ち 、 統 計 処 理 の 都 合 上 、 研 究 対 象 者 に お い て 該 当 者 5 名

未 満 で あ っ た 2 3 項 目 を 除 外 し 、 1 2 項 目（ T a b l e  1 参 照 ）

を 分 析 対 象 と し た 。  

３ ）学 生 の 主 訴 ・ 相 談 内 容 ： 先 行 研 究（ 丹 治 ・ 野 呂 ,  2 0 1 4；

吉 田 ら ,  2 0 1 7 ;  山 崎 ら ,  2 0 1 2 ） を 参 考 に 、 発 達 障 害 学 生 か

ら 挙 げ ら れ る こ と が 多 い 主 訴 ・ 相 談 内 容 項 目 を 抽 出 し 、

「 試 験 ・ レ ポ ー ト 」、「 授 業 受 講 」、「 対 人 関 係 」、「 生 活 」、

「 修 学 や 就 職 に 関 す る 状 況 」 等 の 調 査 項 目 を 2 9 項 目 構

成 し た 。 各 学 生 の 面 談 記 録 の 記 述 を 参 照 し て 、 該 当 す る

相 談 が 挙 げ ら れ て い る 場 合 は 「 1 」、 挙 げ ら れ て い な い 場

合 は 「 0 」 で 評 定 し た 。 記 述 が 不 明 瞭 な 場 合 に は 調 査 実 施

者 が 相 談 担 当 者 に ヒ ア リ ン グ を 行 っ て 情 報 を 補 完 し た 。

そ の 結 果 、 面 談 記 録 の 調 査 時 に 構 成 さ れ た 2 9 項 目 の う

ち 、 統 計 処 理 の 都 合 上 、 研 究 対 象 者 に お い て 該 当 者 5 名

未 満 で あ っ た 7 項 目 を 除 外 し 、 2 2 項 目 （ T a b l e  2 参 照 ）
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を 分 析 対 象 と し た 。  

（ ５ ） 調 査 実 施 時 期  

調 査 対 象 と な っ た 面 談 記 録 は 相 談 受 理 時 か ら 2 0 1 8 年

1 2 月 3 1 日 ま で の 期 間 と し 、 2 0 1 8 年 1 2 月 3 1 日 ま で に 2

回 以 上 の 面 談 を 行 っ て い る 者 と し た 。  

（ ６ ） 分 析 方 法  

１ ）障 害 種 別 と 支 援 内 容 と の 関 連：学 生 の 障 害 種 別（ A S D・

A D H D ）あ る い は 診 断 書 の 有 無 に よ り 、ど の よ う な 支 援 内

容 が 実 施 さ れ る こ と が 多 い か を 検 討 す る た め に 、「障 害 種

別 （ 診 断 書 有 ・ 診 断 書 無 ・ 合 算 ）」 と 「 支 援 内 容 （ 授 業 支

援 ・ 授 業 外 支 援 ）」 に よ る ク ロ ス 集 計 を 行 い 、 F i s h e r の

直 接 確 率 法 を 用 い て 分 析 し た 。 な お 、 S L D の あ る 学 生 は

1 名 の た め 、 S L D に つ い て は 分 析 か ら 除 外 し た 。  

２ ） 支 援 内 容 と 主 訴 ・ 相 談 内 容 と の 関 連 ： ど の よ う な 主

訴 ・ 相 談 内 容 に 対 し て 各 支 援 内 容 が 実 施 さ れ る こ と が 多

い か を 検 討 す る た め に 、 支 援 内 容 （ 授 業 支 援 ・ 授 業 外 支

援 ）と「 主 訴 ・ 相 談 内 容 」に よ る ク ロ ス 集 計 を 行 い 、F i s h e r

の 直 接 確 率 法 を 用 い て 分 析 し た 。 分 析 に は I B M  S P S S  

S t a t i s t i c s （ v e r s i o n  2 5 ） を 用 い た 。  

 
３ ． 結 果  

（ １ ） 障 害 種 別 と 支 援 内 容 と の 関 連  

 各 学 生 の 障 害 種 別 と 支 援 内 容 と の 関 連 に つ い て T a b l e  

1 に 示 し た 。 分 析 に あ た り 、 診 断 書 の 有 無 に よ り 分 析 し

た 結 果 と 、 診 断 書 の 有 無 に 関 わ ら ず 特 性 の あ る 学 生 を 合

算 し た 結 果 （ 合 算 ） を 併 記 し て い る 。『 A S D（ 診 断 書 有 ）』

の 学 生 で は 、「 講 義 に 関 す る 配 慮 （ p ＝ . 0 1 1 ）」 を 実 施 し た

学 生 が 有 意 に 多 い こ と が 示 さ れ た 。『 A S D （ 診 断 書 無 ）』

の 学 生 で は 、「 対 人 関 係 配 慮 （ p ＝ . 0 3 5 ）」 を 実 施 し た 学 生

が 有 意 に 多 い こ と が 示 さ れ た 。『 A D H D の 特 性 』 を 有 す る

学 生 で は 「 学 習 指 導 （ p ＝ . 0 0 5 ）」 を 実 施 し た 学 生 が 有 意

に 多 い こ と が 示 さ れ た 。   
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T a b l e  1  各 学 生 の 障 害 種 別 と 支 援 内 容 と の 関 連  

 
※ 表 中 の 数 字 は 有 意 確 率 （ p 値 ） を ⽰ す ．  

※ 表 中 の * は p ＜ . 0 5 を ， * * は p ＜ . 0 1 を ⽰ す ．  
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（ ２ ） 授 業 支 援 と 主 訴 ・ 相 談 内 容 と の 関 連  

各 学 生 に 実 施 さ れ た 授 業 支 援 と 学 生 の 主 訴 ・ 相 談 内 容

と の 関 連 に つ い て T a b l e  2 に 示 し た 。『 配 慮 依 頼 文 書 の 配

布 』 を 実 施 し た 学 生 で は 「 他 の 刺 激 が 気 に な っ て 試 験 に

集 中 す る こ と が 難 し い （ p ＝ . 0 2 7 ）」、「 授 業 中 の 音 が 気 に

な っ て 授 業 に 集 中 す る こ と が 難 し い （ p ＝ . 0 2 2 ）」、「 授 業

を 聞 き な が ら ノ ー ト を 取 る こ と が 難 し い （ p ＝ . 0 0 3 ）」 学

生 が 有 意 に 多 い こ と が 示 さ れ た 。ま た 、『 注 意 事 項 等 文 書

伝 達 』 を 実 施 し た 学 生 で は 「 他 の 刺 激 が 気 に な っ て 試 験

に 集 中 す る こ と が 難 し い （ p ＝ . 0 0 4 ）」、「 授 業 を 聞 き な が

ら ノ ー ト を 取 る こ と が 難 し い （ p ＝ . 0 3 4 ）」、「 授 業 中 の 口

頭 で の 指 示 を 聞 き 逃 し て し ま う こ と が 多 い （ p ＝ . 0 1 1 ）」

学 生 が 有 意 に 多 い こ と が 示 さ れ た 。『 講 義 に 関 す る 配 慮

（ 録 音 許 可 ， 板 書 撮 影 許 可 等 ）』 を 実 施 し た 学 生 で は 「 他

の 刺 激 が 気 に な っ て 試 験 に 集 中 す る こ と が 難 し い （ p

＝ . 0 0 4 ）」、「 授 業 に 継 続 的 に 出 席 す る こ と が 難 し い （ p

＝ . 0 3 9 ）」、「授 業 を 聞 き な が ら ノ ー ト を 取 る こ と が 難 し い

（ p ＝ . 0 3 4 ）」、「 授 業 中 の 口 頭 で の 指 示 を 聞 き 逃 し て し ま

う こ と が 多 い （ p ＝ . 0 1 1 ）」 学 生 が 有 意 に 多 い こ と が 示 さ

れ た 。『 学 習 指 導 （ 補 習 ， 補 講 ， レ ポ ー ト 作 成 ， 定 期 試 験

学 習 等 ）』を 実 施 し た 学 生 で は「 レ ポ ー ト や 課 題 の 意 図 を

理 解 し て 解 く こ と が 難 し い （ p ＝ . 0 3 1 ）」、「 複 数 の 課 題 が

重 な っ た 時 に 同 時 に 対 応 す る こ と が 難 し い （ p ＝ . 0 3 3 ）」

学 生 が 有 意 に 多 い こ と が 示 さ れ た 。そ の 他 、『履 修 支 援（ 履

修 登 録 補 助 ，優 先 的 な 登 録 等 ）』を 実 施 し た 学 生 で は 主 訴・

相 談 内 容 に 有 意 差 は 見 ら れ な か っ た 。  
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T a b l e  2  各 学 生 に 実 施 さ れ た 授 業 支 援 と 主 訴 ・ 相 談 内 容 と の 関 連  

 
※ 表 中 の 数 字 は 有 意 確 率 （ p 値 ） を ⽰ す ．  

※ 表 中 の * は p ＜ . 0 5 を ， * * は p ＜ . 0 1 を ⽰ す ．  
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（ ３ ） 授 業 外 支 援 と 主 訴 ・ 相 談 内 容 と の 関 連  

各 学 生 に 実 施 さ れ た 授 業 外 支 援 と 学 生 の 主 訴 ・ 相 談 内

容 と の 関 連 に つ い て T a b l e  3 に 示 し た 。『 自 己 管 理 指 導

（ ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 等 ） 』 を 実 施 し た 学 生 で は 「 自 室 や

机 上 、 カ バ ン の 中 な ど を 片 付 け る こ と が 難 し い （ ｐ

＝ . 0 0 6 ）」 学 生 が 有 意 に 多 い こ と が 示 さ れ た 。『 対 人 関 係

配 慮 （ 対 人 ス キ ル ， ト ラ ブ ル 対 応 等 ）』 を 実 施 し た 学 生 で

は 「 相 手 の 話 の 意 味 や 意 図 を 上 手 く 読 み 取 れ な い こ と が

多 い （ p ＝ . 0 0 2 ）」、「 他 の 人 と 上 手 く 会 話 を す る こ と が 難

し い （ p ＝ . 0 0 4 ）」 学 生 が 有 意 に 多 い こ と が 示 さ れ た 。『 キ

ャ リ ア 教 育 （ 障 害 理 解 ， 職 業 適 性 の 把 握 等 ）』 を 実 施 し た

学 生 で は「 忘 れ 物 や も の を な く す こ と が 多 い（ p ＝ . 0 2 8 ）」、

「 就 活 を 始 め る こ と が で き な い（ p ＝ . 0 0 9 」学 生 が 有 意 に

多 い こ と が 示 さ れ た 。『 就 職 先 の 開 拓 や 就 職 活 動 支 援 』を

実 施 し た 学 生 で は 「 レ ポ ー ト や 課 題 の 存 在 や 期 限 を 忘 れ

て し ま う こ と が 多 い （ p ＝ . 0 0 0 ）」 学 生 が 有 意 に 少 な い こ

と が 示 さ れ た 。そ の 他 、『専 門 家 に よ る カ ウ ン セ リ ン グ（ 学

生 相 談 室 の 利 用 ）』、『 医 療 機 関 と の 連 携 （ 精 神 科 ， 学 外 医

療 機 関 の 利 用 ）』、『就 職 支 援 情 報 の 提 供 、支 援 機 関 の 紹 介 』

を 実 施 し た 学 生 で は 主 訴 ・ 相 談 内 容 に 有 意 差 は 見 ら れ な

か っ た 。  
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T a b l e  3  各 学 生 に 実 施 さ れ た 授 業 外 支 援 と 主 訴 ・ 相 談 内 容 と の 関 連  

 
※ 表 中 の 数 字 は 有 意 確 率 （ p 値 ） を ⽰ す ．  

※ 表 中 の * は p ＜ . 0 5 を ， * * は p ＜ . 0 1 を ⽰ す ．  
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４ ． 考 察  

（ １ ） 発 達 障 害 学 生 個 人 を 単 位 と し た 調 査  

発 達 障 害 学 生 個 人 を 単 位 と し た 調 査 の 実 施 に よ り 、

A S D の 診 断 書 を 有 す る 学 生 と 、診 断 書 は 有 さ な い が A S D

の 傾 向 が あ る 学 生 で は 受 け て い る 支 援 内 容 に 違 い が あ る

こ と が 示 さ れ た 。例 え ば 、『講 義 に 関 す る 配 慮（ 録 音 許 可 ，

板 書 撮 影 許 可 等 ）』 は X 大 学 に お い て 発 達 障 害 の あ る 学

生 に よ く 行 わ れ る 合 理 的 配 慮 の 一 例 で あ り 、 医 師 の 診 断

書 等 の 根 拠 資 料 を 有 す る 学 生 に 実 施 さ れ る こ と が 多 い と

考 え ら れ た 。 他 方 で 、『 対 人 関 係 配 慮 （ 対 人 ス キ ル ， ト ラ

ブ ル 対 応 等 ）』は カ ウ ン セ ラ ー や コ ー デ ィ ネ ー タ ー 等 の 専

門 家 に よ る 個 別 的 な 支 援 ・ 相 談 を 通 し て 行 わ れ る 場 合 が

多 く 、 相 談 部 署 の 性 質 上 、 医 学 的 診 断 を 有 し て い な い 対

象 者 に も 実 施 さ れ て い る と 考 え ら れ た 。 ま た 、 X 大 学 で

は 発 達 障 害 の 診 断 の 有 無 に 関 わ ら ず 学 習 面 に 関 す る コ ー

チ ン グ が 行 わ れ る こ と が あ り 、 A D H D 特 性 を 有 す る 学 生

に 対 す る 『 学 習 指 導 （ 補 習 ， 補 講 ， レ ポ ー ト 作 成 ， 定 期

試 験 学 習 等 ）』の 実 施 数 の 多 さ は 大 学 の 支 援 体 制 を 反 映 し

て い る と 考 え ら れ た 。 こ の よ う に 、 障 害 学 生 個 人 を 対 象

と し た 調 査 で は 、 医 師 の 診 断 書 の 有 無 や 障 害 特 性 の 違 い

に 応 じ た 個 々 の 学 生 へ の 支 援 内 容 の 違 い を 検 証 す る こ と

が 可 能 と な り 、 大 学 等 に お け る 障 害 学 生 支 援 の 実 態 を よ

り 深 く 掘 り 下 げ る こ と が で き る 。  

学 生 に 対 し て 実 施 さ れ た 授 業 支 援 の う ち 、『 配 慮 依 頼 文

書 の 配 布 』 や 『 注 意 事 項 等 文 書 伝 達 』、『 講 義 に 関 す る 配

慮 （ 録 音 許 可 ， 板 書 撮 影 許 可 等 ）』 を 受 け た 学 生 に は 、 音

な ど の 他 の 刺 激 が 気 に な っ て 集 中 す る こ と が 難 し い 学 生

や 、 口 頭 指 示 を 聞 き な が ら 板 書 す る こ と が 難 し い 学 生 が

多 く 見 ら れ た 。 こ れ ら の 学 生 で は ノ イ ズ キ ャ ン セ リ ン グ

イ ヤ ホ ン や 耳 栓 の 着 用 許 可 、 録 音 機 器 の 使 用 許 可 、 板 書

撮 影 許 可 な ど の 配 慮 依 頼 が 文 書 に 記 載 さ れ て い る こ と が

多 く 、 聴 覚 過 敏 や 聴 覚 的 処 理 の 困 難 な ど の 障 害 特 性 に 対
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し て 配 慮 依 頼 文 書 な ど の 文 書 が 用 い ら れ て い る こ と が 多

い と 考 え ら れ た 。平 成 2 9 年 度 の 実 態 調 査 に お い て も 、発

達 障 害 学 生 へ の 支 援 で は 「 配 慮 依 頼 文 書 の 配 布 」 を 行 っ

て い る 学 校 が 最 も 多 い こ と が 示 さ れ て お り （ 日 本 学 生 支

援 機 構 ，2 0 1 8 ）、各 大 学 等 で 一 般 的 に 行 わ れ る 支 援 内 容 が

実 際 に ど の よ う な 学 生 の 支 援 ニ ー ズ に 対 し て 用 い ら れ て

い る か を 、 障 害 学 生 個 人 を 単 位 と し た 調 査 で は 明 ら か に

で き る と 考 え ら れ た 。 ま た 、『 講 義 に 関 す る 配 慮 （ 録 音 許

可 ， 板 書 撮 影 許 可 等 ）』 で は 、 授 業 の 継 続 的 な 出 席 が 難 し

い 学 生 に 対 し て も 実 施 さ れ る こ と が 多 い こ と が 示 さ れ た 。

先 行 研 究 （ 佐 々 木 ら ,  2 0 1 8 ; 吉 原 ら ,  2 0 1 8 ） で は 講 義 の 出

席 困 難 へ の 合 理 的 配 慮 の 実 施 の 難 し さ に つ い て 指 摘 さ れ

て い る が 、 X 大 学 に お い て 欠 席 時 は 授 業 に 関 す る 情 報 を

学 生 が 得 ら れ な い こ と か ら 、 情 報 不 足 に よ る 不 安 を 軽 減

す る た め に 欠 席 時 の 資 料 提 供 を 学 生 に 実 施 し て い る ケ ー

ス が 複 数 見 ら れ た 。 そ の 他 、『 学 習 指 導 （ 補 習 ， 補 講 ， レ

ポ ー ト 作 成 ，定 期 試 験 学 習 等 ）』を 実 施 し た 学 生 の 中 に は 、

レ ポ ー ト や 課 題 の 意 図 理 解 や 同 時 並 行 処 理 の 困 難 を 示 す

学 生 が 多 く 、 課 題 の 内 容 を 正 確 に 理 解 し 、 順 序 よ く 対 応

す る た め に 合 理 的 配 慮 と は 別 に 学 習 面 に 関 す る コ ー チ ン

グ が 行 わ れ て い る と 考 え ら れ た 。 こ の よ う に 、 障 害 学 生

個 人 を 対 象 と し た 調 査 の 中 で 障 害 種 別 と 支 援 内 容 の み な

ら ず 、 学 生 の 支 援 ニ ー ズ に 基 づ い た 調 査 項 目 を 含 め る こ

と で 、 授 業 担 当 教 員 な ど が 学 生 の 状 態 像 を 見 て 必 要 な 一

時 的 対 応 を 検 討 す る 資 料 と し て も 活 用 が 期 待 さ れ る 。  

学 生 に 対 し て 実 施 さ れ た 授 業 外 支 援 の う ち 、『 自 己 管 理

指 導 （ ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 等 ） 』 を 実 施 し た 学 生 で は 片 付

け が 苦 手 な 学 生 が 多 い と 示 さ れ た 。 こ の 点 は 、 A D H D な

ど 不 注 意 の 特 性 に よ り 授 業 外 で 持 ち 物 等 の 管 理 が 困 難 な

場 合 が あ り 、 ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 や 持 ち 物 の 管 理 方 法 な ど

に つ い て コ ー チ ン グ を 受 け る ケ ー ス が 複 数 見 ら れ た 。 ま

た 、 『 対 人 関 係 配 慮 （ 対 人 ス キ ル ， ト ラ ブ ル 対 応 等 ） 』
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で は 他 者 の 意 図 理 解 や 会 話 が 困 難 な 学 生 に 実 施 さ れ る こ

と が 多 く 、 A S D な ど の 社 会 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 困 難

さ に 対 し て 、 合 理 的 配 慮 と は 別 に 、 対 人 関 係 上 の 支 援 が

行 わ れ て い る と 考 え ら れ た 。 平 成 2 9 年 度 の 実 態 調 査 に

お い て も 、 発 達 障 害 学 生 支 援 に お い て 「 自 己 管 理 指 導 」

と 「 対 人 関 係 配 慮 」 は 2 番 目 あ る い は 3 番 目 に 実 施 さ れ

る こ と が 多 く （ 日 本 学 生 支 援 機 構 ， 2 0 1 8 ）、 障 害 学 生 個 人

を 単 位 と し た 調 査 に よ り 、 授 業 支 援 と 同 様 に 授 業 外 支 援

に つ い て も 、よ り 詳 細 な 分 析 が 可 能 に な る と 考 え ら れ た 。 

そ の 他 、『キ ャ リ ア 教 育（ 障 害 理 解 ，職 業 適 性 の 把 握 等 ）』

を 実 施 す る 学 生 で は 、 就 活 の 開 始 に 関 す る 抵 抗 が あ る 学

生 が 多 い と 示 さ れ た 。 こ の 点 は 就 活 に 抵 抗 が あ る 学 生 に

対 す る 障 害 特 性 や 職 業 適 性 の 自 己 理 解 の 過 程 を 通 じ て 、

就 活 へ の 抵 抗 感 を 下 げ る よ う 支 援 が 展 開 さ れ て い る と 考

え ら れ た 。 一 方 、 レ ポ ー ト や 課 題 を 忘 れ て し ま う 学 生 で

は 『 就 職 活 動 支 援 』 を 実 施 す る ケ ー ス が 少 な い こ と が 示

さ れ た 。 つ ま り 、 授 業 の 単 位 取 得 等 の 修 学 上 の 課 題 が 一

定 程 度 解 決 さ れ な け れ ば 、 就 職 活 動 支 援 ま で た ど り 着 か

な い 学 生 が 多 い 可 能 性 が 考 え ら れ た 。 実 態 調 査 で は 修 学

支 援 の み な ら ず 、 就 職 ・ キ ャ リ ア 支 援 の 調 査 項 目 も 含 ま

れ て お り 、 修 学 支 援 か ら キ ャ リ ア 支 援 ま で の 連 続 性 を 分

析 で き る 点 で も 個 人 単 位 の 調 査 は 有 益 で あ ろ う 。  

（ ２ ） 実 態 調 査 に お け る 個 別 的 対 応 の 促 進  

 本 研 究 で は 、 独 立 行 政 法 人 日 本 学 生 支 援 機 構 が 実 施 し

て い る 「 大 学 、 短 期 大 学 及 び 高 等 専 門 学 校 に お け る 障 害

の あ る 学 生 の 修 学 支 援 に 関 す る 実 態 調 査 」 に つ い て 、 大

学 等 を 単 位 と す る の で は な く 、 障 害 学 生 個 人 を 単 位 と し

た 調 査 を 実 施 し た 時 に 想 定 さ れ る 利 点 や 課 題 に つ い て 検

討 し た 。 そ の 結 果 、 障 害 学 生 個 人 を 対 象 と し た 調 査 項 目

に す る こ と で 、 大 学 等 が 実 施 す る 支 援 内 容 と 学 生 の 障 害

種 別 や 支 援 ニ ー ズ と の 対 応 関 係 を よ り 詳 細 に 分 析 す る こ

と が 可 能 と な り 、 全 国 の 大 学 等 か ら 好 事 例 を 収 集 、 他 の
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大 学 等 へ の 提 供 に 活 用 で き る と 期 待 さ れ る 。 障 害 の あ る

学 生 支 援 に お い て は 各 大 学 等 の 組 織 的 な 体 制 整 備 は も ち

ろ ん で あ る が 、 障 害 者 差 別 解 消 法 で 示 さ れ る 通 り 、 個 々

の 障 害 学 生 に 応 じ た 個 別 的 な 合 理 的 配 慮 の 提 供 が 求 め ら

れ て い る 。 回 収 率 1 0 0 % で あ る 機 構 の 実 態 調 査 の 項 目 を

よ り 個 に 応 じ た も の に 一 部 調 整 し て い く こ と で 、 よ り き

め 細 や か な 学 生 支 援 に 関 す る 調 査 、 ひ い て は 研 修 事 業 の

拡 充 に つ な が る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 障 害 学 生 個 人 を 単

位 と し た 調 査 に よ り 、 実 態 調 査 の 項 目 自 体 の 洗 練 も 期 待

さ れ る 。 実 際 に 、 授 業 外 支 援 と 主 訴 ・ 相 談 内 容 に 関 す る

分 析 に お い て 比 較 的 実 施 例 の 多 い 『 専 門 家 に よ る カ ウ ン

セ リ ン グ（ 学 生 相 談 室 の 利 用 ）』や『 医 療 機 関 と の 連 携（ 精

神 科 ， 学 外 医 療 機 関 の 利 用 』 で は 、 学 生 の 支 援 ニ ー ズ と

の 有 意 差 が 見 ら れ な か っ た 。こ の 点 は 学 内 外 の 相 談 部 署・

機 関 と の 連 携 は 大 学 等 の 組 織 的 対 応 と い う 観 点 で は 重 要

で あ る が 、 障 害 学 生 個 人 を 単 位 と し て 捉 え た 場 合 に は 調

査 項 目 が 対 象 と す る 範 囲 が 広 す ぎ る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。

実 際 に カ ウ ン セ リ ン グ や 医 療 と 言 っ て も 、 そ の 内 容 は

個 々 に 多 様 で あ り 、 よ り 中 核 的 な 支 援 要 因 を 捉 え る た め

に は 障 害 学 生 個 人 を 単 位 と し た 調 査 の 実 施 が 必 要 で あ る 。 

（ ３ ） 今 後 の 課 題  

 本 研 究 で は 各 大 学 等 に お け る 障 害 学 生 支 援 の 個 別 的 対

応 を 促 進 す る た め に 、 障 害 学 生 個 人 を 単 位 と し た 実 態 調

査 の あ り 方 に つ い て 検 討 を 行 っ た 。 し か し な が ら 、 い く

つ か の 研 究 上 の 課 題 が 挙 げ ら れ る 。 ま ず 、 本 研 究 で は 調

査 項 目 に つ い て 実 態 調 査 の 項 目 を 利 用 し た が 、 そ の 他 に

各 大 学 で 独 自 の 支 援 が 行 わ れ て い る 場 合 も 少 な く な い 。

し た が っ て 、 今 後 は 実 態 調 査 の 既 存 の 項 目 以 外 に 想 定 さ

れ る 支 援 内 容 を 設 定 し 、 分 析 を 行 う こ と が 必 要 で あ る 。

2 点 目 に 、 本 研 究 の 分 析 方 法 で は 各 支 援 内 容 や ニ ー ズ と

の 関 係 、 あ る い は 支 援 の 有 効 性 を 明 ら か に す る こ と が 困

難 で あ っ た 。 各 大 学 等 で 支 援 を 実 施 す る か 否 か と 、 実 施
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さ れ た 支 援 が 障 害 学 生 に と っ て 有 益 あ る い は 有 効 で あ っ

た か は 別 の 問 題 で あ り 、 支 援 内 容 と 学 生 の ニ ー ズ と の 因

果 関 係 や 支 援 の 有 効 性 を 評 価 す る こ と が 今 後 は 求 め ら れ

る 。3 点 目 に 、本 研 究 で は 発 達 障 害 の う ち 、A S D や A D H D

の 診 断 ま た は 傾 向 の あ る 学 生 を 主 な 対 象 と し た が 、 S L D

や 精 神 障 害 、 身 体 障 害 な ど 他 の 障 害 種 別 に よ る 支 援 内 容

の 違 い を 明 ら か に す る こ と は で き な か っ た 。 こ の 点 は 、

実 態 調 査 の 既 存 の 項 目 の 一 部 に つ い て 障 害 学 生 個 人 を 単

位 と す る こ と に よ り 、 全 国 の 大 学 か ら 収 集 さ れ る 豊 富 な

デ ー タ を 用 い て 再 分 析 を 行 う こ と が 重 要 で あ る だ ろ う 。

4 点 目 に 、 本 研 究 は 学 生 数 が 1 万 人 を 超 え る 大 規 模 国 立

大 学 の み の 調 査 で あ っ た た め 、 異 な る 設 置 形 態 や 規 模 で

の 比 較 も 必 要 で あ る 。 最 後 に 、 障 害 学 生 個 人 を 単 位 と し

た 調 査 を 行 う た め に は 個 人 情 報 等 の デ ー タ の 取 扱 に 一 層

留 意 す る こ と が 不 可 欠 で あ る 。 そ の た め 、 調 査 の 実 施 に

当 た っ て は 集 め ら れ た 調 査 票 情 報 を 特 定 の 個 人 ま た は 法

人 の 識 別 が で き な い よ う 、 匿 名 デ ー タ へ の 加 工 が 求 め ら

れ る 。 匿 名 デ ー タ 化 に よ り 、 統 計 デ ー タ の 利 用 促 進 も 期

待 さ れ 、 機 構 が 行 う 各 種 事 業 の 一 層 の 発 展 に つ な が る と

期 待 さ れ る 。  
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